
第2部 自 然 の 保 護 と 利 用

第 1 章 自 然 環 境 の 現 状 と 対 策

第 1 節 自 然環境の現状

1 植 物

植物は 、 自 然環境に最も支配されやすい生物であ り 、 気候や地形、 地質の制約を受け る こ とが多い 。

本県の気候は、 寒冷 ･ 多雨 豪雪を伴 う北陸型と は異な り 、 む し ろ年平均気温 1 4 ℃内外の温暖な

地 といえ るが、 地勢か ら気候区を 分ければ、 平地部の山陰型気候区と 山間高冷地の中国山地型気候区

に区分さ れる 。 したが っ て、 生物 も寒暖両系の生物が混交 して生息 し てい る 。

植物の 分布を 自然植生か ら みれば 、 低地には温帯性植物であ る ツバキ シ イ カ シ タ ブノ キな ど

の常緑広葉樹が広がる が、 標高が高 く な る につれ、 コ ナ ラ アベマキ帯、 ブナ帯、 低木草本帯へと移

行する 。 なかで も 、 大山の中腹に西 日本最大の規模を有する ブナの原生林や山頂部のキ ャ フ ボ ク 純林

は 、 本県に おけ る代表的な植物の分布域を形成 し てい る 。 ま た 、 中山町の海岸には、 自生の南限と い

われ る北方系のハマ ナス が生育する反面、 大山北ろ く の海岸部に は、 南方系のハマ ヒ サ カ キが生育す

る な ど、 寒暖両系の植物が分布 してい る 。 そ の他、 鳥取砂丘の砂丘植生や浦富海岸の ク ロ松林は非常

に美 し い景観を呈 してい る 。

一方、 平野部の神社の境内や城跡には 自然性豊かな森林が残存 し 、 県民に親 し ま れてい る 。

2 動 物

本県の動物についてみ る と 、 鳥類は本邦に生育する野鳥の約半数に当た る 2 0 0 種が生育 し てい る 。

大型動物は少な く 、 わずかに ツ キ ノ ワ グマ 、 イ ノ シ シが知 られてい る にすぎず、 他は一ホ ンザルな ど

の小型哺乳動物が多い。 こ れ ら諸動物の生息分布域は、 生活環境や食餌の関係な どか ら 、 自然の生態

系がよ く 保全 さ れてい る地域に分布 し 、 県東部では ′"頂郡南域、 中部では三徳山 、 打吹山、 西部では◆
大山、 蒜山を中心 とす る地域が主たる生息域と いえ る 。 特に、 大山には、 本邦特産の-属一種の珍獣

と して知 られてい る ヤ マ ネや 2 0 0 種に及ぶ野鳥、 並びに 1 , 0 0 0 種 を超す昆虫類な どが生息 し 、 西 日

本にお け る小型動物の楽園 と な っ てい る 。 しか し 、 県下の動物のなかで、 学術的に最も貴重な ものは、

中国山地の渓流地西伯郡東長田地区に生息 し 、 ｢生き てい る化石｣ と いわれてい る有尾両生類 ｢オオ

サ ン シ ョ ウ ウ オ ｣ であ る 。

3 地形、 地質

本県の地形、 地質は、 構成す る地質や火山活動な どに よ り 、 県南域 と県北域では著 し く 相違 し てい る 。
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県南域は 、 三郡変成岩類や花崗岩類な どの古い地層か ら な る ため地形は急 し ゅ んで、 そ こ に は侵食

に よ り 生 じた遷急点が随所にみ られ、 種や瀬な どの 自然美豊かな景勝地が形成さ れてい る 。 反面、 北

域は、 比較的新 しい地質に属する第三紀層や こ れを覆 う 畔新世火山岩類が広 く 分布 し 、 地形は一般に

なだ らかであ る 。 さ ら に 、 本県には大山をは じめ とす る新 し い火山活動の所産であ る火山地形が各地

域に 分布 してい る 。 なかでも 、 県東部の扇ノ 山 、 氷 ノ 山及び県西部の大山火山群などは 、 秀麗な 山容

と雄大なス ロ ープ とが相な っ て、 優れた火山地形を形成 してい る 。

一方、 日 本海に面する 1 4 5 km に及ぶ海岸域に は、 日 本海の荒波と 河川の流砂によ り 形成さ れた鳥

取砂丘、 砂州が発達 し 、 後背地の松林と 相ま っ て、 白砂、 青松の美 し い砂浜海岸が各所に見受け られ

る 。

ま た 、 県東部の岩石海岸に は、 洞門、 洞窟、 夜食棚等のめず ら しい海岸地形が分布 し 、 こ れ ら は透

明な海 と緑の山 と よ く 詞和 し 、 山陰の松島 と いわれ る 良好な 自然景観が形成さ れてい る 。

4 景 観

@ 本県の地形的景観の特蝕ま 、 中国山地の 分水界が北に偏 り 、 史 “こ その北側に大山火山地帯が横たわ
っ て 日本海に迫 っ てい る ので、 極めて縦深が浅 く 、 山並の重層す る 山国的な景観を呈す る点にあ る。

しか も 、 山陰的多雨 と急傾斜の短流河川に よ り 、 山地には深い侵食谷が発達 し 、 河川上流には峡谷の

ほか、 備や渓谷の発達が顕著であ る 。

大山火山帯では、 主峰大山の ト ロ イ ブ式複式火山のほかに、 鷲峰山、 三徳山、 蒜山、 氷ノ 山な ど鐘

状火山の面影を と どめ る も のの ほか、 船上山、 鉢伏山、 霊石山、 扇 ノ 山など熔岩台地状を呈す る も の

も あ り 、 多様な山地景観を示 してい る 。

海岸の景観は 、 肢節密度の高い東部 リ ヤ ス式岩石海岸や中部岩石海岸、 こ れ ら につな ぐ ,鳥取、 北条

砂丘帯 と 弓 ケ浜砂嘴な ど、 いわゆ る 日本海岸堆拶形把持色があ る 。

生物的景観につ い てみ る と 、 水平的には沿海部の ク ロ マ ッ林帯か ら ア カ マ ツ林、 シ イ 、 タ ブな どの

常緑広葉樹林帯へ、 史に山間奥地のス ギ、 ヒ ノ キ人工林への移行、 垂直的には低位落葉広葉樹林帯か

ら ブナ帯を経て、 ダイ セ ン キ ャ フ ボ ク 等を含む低木草木帯への移行な ど自 然性豊かな美 しい景観が形

･ 成さ れてい る 。
第 2 節 第 3 回 自 然環境保全基礎捌査の概要

自然環境保全基礎凋査は、 自然環境保全法第 5 条に基づ き 、 おおむね 5 年 こ と に実施 さ れる調査であ

り 、 第 1 回は、 昭和 4 8 年度に 、 第 2 回は、 昭和 5 3 ~ 5 4 年度に実施 さ れた。

ま た、 第 3 回は 、 昭和 5 8 年度か ら 6 1 年にかけて実施 される予定であ り こ の調査の概要は次の と お

り であ る 。
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植 生 凋 査

植 物

特定植物群落凋査

陸 域

自 動 物 動植物分布凋査

然

環 土 地 景 観 凋 査

境

保 柳 沼 柳 沼 調 査

全

基 河 川 河 川 調 査

礎

澗 海 岸 調 査

査 海 域

海域生物環境調査

1 植 生 捌 査

極不目 と しての植生帯をみ る と 、 本県の最高地ま 1 7 2 9 仂であ り 、 垂直分布的概念か ら 見 る と 、 常緑 ◇
広葉樹林帯 と しての照葉樹林帯 と落葉広葉樹林帯 と しての ブナ帯の二つの植生帯が存在する こ と にな

る 。 しか し 、 最高地であ る大山 は山頂効果を受けて、 キ ャ フ ボ ク 、 ク ロ ソ ョ ゴ、 ヤ マ ヤ ナギな どの 自

然低木林や ヒ ケ ノ ガ リ ヤ ス 、 ナ ン ゴク ク ガイ ソ ウ 、 コ メ バ ツ ガザク フ な どに よ る 自然草原な ど特殊な

植生帯が発達 してい る 。 ま た、 海岸では砂丘や海食崖の発達が著 し く 、 島取県は面積 こ そ小 さ い けれ

ど も 、 そ の植生は きわめて多彩であ る 。 以下、 照葉樹林帯域 と ブナ帯域 と に分けて本県の植生を概説

する 。

( 1 ) 照葉樹林帯域

鳥取県では、 標高 4 0 0~5 0 0 れ あ た り ま で照葉樹林が見 ら れる 。 しか し 、 ほ と ん どの立地が建造

物、 農林業地に変換 さ れ、 自然植生は社叢や城跡 、 利用 困難な土壌の浅い急傾斜地等特殊な立地に

かぎ って残存 してい る にすぎ ない 。 こ の林帯域の極相林 と しての照葉樹林は 、 日 本海気候を反映 し

て常緑高木の構成樹種は単純化 し 、 ス ダ ジ イ 、 タ ブ ノ キ 、 ク ロ キ 、 モ チ ノ キ 、 ウ フ ジ ロ ガシ 、 シ フ

カ シ、 サ カ キ 、 タ フ ヨ ウ 、 ア カ ガ シ 、 カ ゴ ノ キ など と少ない。 一方、 ブ ナ帯域に分布の中心を もっ

と みな さ れ る落葉広葉樹の混生が し ば しば見 う け られ 垂直分布の乱れが観察さ れる 。 群集単位で0
見 る と 、 平野部では ス ダジ イ やタ ブ ノ キの優占する ス ダ ジ イ ー ヤ ブ コ ウ ジ群集、 山間部では ウ フ ジ

ロ ガ シー ヒ メ アオ キ群集、 シ フ カ シ群集、 ケヤ キ ー チ ャ ボガヤ群集などが一般的であ る 。

山陽側では土地的極相 と して低山域の尾根部に ア カ マ ツ 自然林が多産する が、 本県では む し ろ稀

で、 八頭郡用瀬町付近や 日野郡 日野町黒坂か ら 日南町生山付近あ る いは東伯郡赤碕町の船上山な ど

と数少な く 、 多 く は断片的にすぎない。 こ れ ら の林分は希少価値と 同時に ヒ メ コ マ ッ を含んでいた

り 、 山陰地方では稀産種であ る ゲ ン カ イ ツ ツ ジを有する林分があ っ た り で貴重な群落が多い 。

その他、 モ ミ 群落、 イ ヌ ブナ群落、 ア フ カ シ群落 も少数なが ら存在する 。
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鳥取県の沿岸には三大河川の千代川、 天神川、 日野川の河口 を中心に して海岸砂丘が広 く 発達 し

てい る 。

特 に鳥取砂丘は 1 2 km に及ぶ奥行を持つ砂丘が保全さ れてい る ため、 砂丘列をは さ んで海岸砂丘

と 内陸型砂丘が存在 し、 多様な砂丘植生が見 ら れる 。 一方、 砂丘 と交互 して見 ら れる海食崖な ど岩

石海岸には ク ロ マ ッ 自 然林が普通 に見 ら れる が 大山北麓東伯郡中山町御崎の海食崖上のハマ ヒ サ

カ キ群落は北限の群落と して貴重であ る 。 ま た、 南限群落 と してのハマ ナ ス群落が断片的では あ る

が白兎海岸およ び中山町の海岸 に見 ら れる 。

湿原は、 山地がち の地形を反映 して鳥取県の場合全般的に少ないが、 特 に山地の湿原は希少であ

る 。 いずれ も天然。己念物に指定 さ れてい る岩美郡の扇 / 山山麓、 標高約 4 0 0 佛 に位置する 、 唐川湿

原 と菅野湿原が特。己 さ れる 。 唐川湿原は カ キ ツバ タ や ト キ ソ ウ 、 菅野湿原はオ オ ズ ゴ ケや ヨ シな

どに よ っ て特徴つ け ら れる 中間湿原であ る 。 特に後者は花粉分析に よ っ て 3 万年以上の歴史を有す

る こ とが知 ら れてい る 。

@ 代償植生を見る と 、 言 う ま で も な く 多 く は 田畑やア カ マ ツ 、 ス ギ、 ヒ ノ キ な どの植林あ る いは コ
ナ フ な どの二次林であ るが、 傾斜の緩やかな山脚部には本県全域にわた っ て二十世紀ナ シを中心と

す る ナ シ園が作ら れてい る 。 ま た 、 県の東部地域を中心に して カ キや ク リ の栽培 も盛んであ る 。 -

方、 ク ロ マ ツ の砂防林に よ って安定化 さ れた砂丘地では ブ ド ウ 、 ス イ カ 、 ナ ガ イ モ 、 フ ッ キ ウ 、

タ バ コ な ど多彩な砂地農業が営まれてい る。 大山山麓の ブナ帯域 と接する地域では採草地や放牧地

が多いo

( 2 ) ブ ナ帯域

照葉樹林帯域か ら ブ ナ帯域 (いわゆ る中間温帯の落葉広葉樹林を含む) への移行は所によ ってか

な り 相違 し 、 標高 3 0 0 ~ 6 0 0 れの範囲で起 る 。 山地の多い本県の場合、 相当面積が こ の林帯域に包

含 さ れる こ と に な るが、 大山山域および東部山域を除 く と 、 大半がス ギや ヒ ノ キ の植林あ る い は二

次林化さ れ自然林の残存率は き わめて小 さ い。

ブ ナ帯域の主体と な る 自然林は ブ ナ林であ る が、 本県の フ ナ林は 日 本海型ブ ナ林 (ブ ナ ー チ シマ

ザサ群団) に包括 さ れる ブ ナ ー ク ロ モ ジ群集にま と め ら れる 。 こ の群集は ク ロ モ ジ、 チ マキ ザサ 、

コ ハ ノ フ ュ イ チ ゴな どに よ っ て識別 さ れる ほかエ ゾユ ズ J ハ イ イ ヌ ガヤ 、 ヒ メ モ チ 、 ツ ル シキ

、 ム フ サ キ マ ユ ミ 、 ヤ マ ソ ブ ツ 、 シ ノ フ カ グ マ な ど常緑の低木や草本に よ っ て特徴づ け られる 。

表 日本型フ ナ林 ( フ ナ ー ス ズ タ ケ群団) の要素 と 見な さ れる ナ ッ ツ バキ 、 イ ヌ シ ブ 、 ク マ シ ブ 、

ア オハ タ、、 タ ンナ サ ワ フ タ ギ な どか混生するの も本県の フ ナ林の特徴であ り 、 照葉樹林の種類構成

が単純化する のに反 して、 ブ ナ林は複雑化す る傾向が見 られ る 。 そ の他、 東部の フ ナ林には ス ギの

混生が著 し く ス ギ亜群集に同定 され る 。 特に 、 氷 ノ 山や智頭町の鳴滝山 (1 2 8 7 , 3れ) に顕著であ り、

ブ ナ林の上に ス ギの突出する景観は特異であ る 。

ブナ帯域の特異な群落 と して、 東大山域の勝田ヶ山 ( 1 1 4 9 ,1 の の支尾根の制服こ面する急斜面
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の 8 0 0 れ内外の標高地で l km余 り の幅を も っ て断続する細長い露岩地に、 それぞれはやや断片的で

はあ るが ヒ メ コ マ ツ群落が成立 してい る 。 一方、 渓谷の同床沿い にはサ ワ グル ミ や ト チ ノ キ の優占

す るサ ワ グ ル ー ジ ュ ウ モ ン ジ シダ群集が発達 してい る 。 こ の群集の重要な構成種であ る ト チ ノ キ

は本県の東部山地に多いが、 西部山地には少な く 偏在傾向が見 られる 。

本県の最標高地は 1 7 2 9 佛で ブナ帯域に包含 さ れ、 亜高山針葉樹林は存在 しない 。 大半の山地で

は山頂ま でブナや ミ ズナ フ が優占す る森林に覆われる が、 大山をは じめ幾つかの山岳では山頂効果

の影響に よ り 山頂付近に特異な低木林や草原が発達 してい る 。 特 に大山では 、 土地的条件が加わ っ

てその状態が顕著に現われ、 1 1 0 0一1 2 0 0 伽か ら上部に明白 な 自然植生と しての低木林と草原が広

く 分布 してい る 。 低木林では 日本最大の規模で天然。訛念物に指定 さ れてい る キ ャ フ ボ ク 林、 ヤ マ ヤ

ナ ギ林、 ヒ メ ヤ シ ャ ブシ林、 オオ イ タ ヤ メ イ ゲ ツ林、 ミ ズ ナ フ 、 ナ ナ カ マ ド 、 ヤ マ ヤ ナ ギ、 ツ ノ ハ

シバ ミ な どが混生する低木林がいわゆ る大山本体に見 られ、 ク ロ ソ ョ ゴ林が三鈷峰以東のいわゆ る

東大山に 、 北方還存群落であ る ミ ヤ マハ ン ノ キ林が鳥ケ山に分布する 。 キ ャ フ ボ ク 低木林は、 あ る ･

い は亜高山針葉樹林の代償的な林分と考え る こ と が出来 る か も しれない。 0
草原では乾生型の ヒ ゲ ノ ガ リ ヤ ス ー カ リ ヤ ス モ ド キ群落、 好雪湿生型の ナ ン ゴク ク ガイ ソ ウ ー ヒ

ト ツバ ョ モギ群落、 オオ バギ ボ ウ シ群落、 高山性遺存群落と しての コ メ バツ ガサ ク フ ー ッ ガザ ク フ

群落などがあ る。 その他、 氷 ノ 山山頂一帯に発達する チ シマザサ群落、 那岐山 ( 1 2 4 0 の の サ フ

サ ド ウ ダ ン - - シキ ウ ッ ギ低木林 も特。己 さ れる 。

代償植生は大半がス ギや ヒ ノ キ の植林であ るが、 部分的に カ フ マ ツ も試験的に植林さ れてい る 。

2 特定植物群落調査

第 2 回凋査 ( 5 4 年度 6 0 地点) 以降で新たに調査する必要を生 じ た群落の凋査 と既凋査群落に対

して、 群落の消滅、 変化、 保護対策の現状、 変化状況等を把握する追跡凋査を 5 9 ~ 6 1 年度にかけ

て実施する 。

5 9 年度は 、 新規に岩美町地内坂の上神社社そ う 他の 7 地点を追加調査 し 、 6 0 年度以降に全群落

の変化状況を調査する こ と と してい る 。

3 海域生物環境調査

第 2 回調査 ( 5 4 年度 5 個所) し た地域を対象こ 、 生物の生息状況及び生息環境の現況についての0 )
時系列的変化を 5 9 年度か ら 6 1 年度にかけて澗査する 。

固査地は小鴨機 (岩美町) 、 御崎 (中山町) 他の 5 か所の海岸であ る 。

4 動植物分布調査

5 9 年度に 、 環境庁が一般の 自然愛好家に参加を求めて ｢環境指標種嶺査｣ (身近かな生き もの捌

査) と して、 最適な生息、 生育環境の幅が狭 く 、 環境の変化の影響を受けやすい生物であ り かつ 、 識

別が容易な動物 4 0 種、 植物 3 0 種を選定 し通称 ｢緑の国勢凋査｣ と して実施 さ れた。

環増翹庁の発表に よ る と 、 こ の凋査に協力 し た ボ フ ン プ ィ ア の総数は 、 個人、 団体を合せて 、 全国各
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県か ら約 1 0 万人あ り 、 2 7 万枚の調査票に動物、 1 1 5 万件、 植物 7 4 万件、 。十 1 8 9 万件の分布

に対する 情報がよせ ら れてい る 。

こ の調査の結果は 、 今後、 専門家の協力を求め 、 資料の検。寸、 解析等が行なわれる こ と と な ってい

る 。

分布確認情報の多かっ た もの

動 物

植 物

ス ズ メ 、 ツバ メ 、 ミ ン ミ ンゼ ミ 、 キ ジバ ト 、 ヒ グ フ シ

セイ ヨ ウ タ ンポポ、 ヒ メ ジ ョ オ ン、 セ イ タ カ アワ ダチ ソ ウ、 在来タ ンポポ、 ヒ ルガオ

分布報告の特徴

サ ワ ガー

ゲ ン ジ
ボ タ ル

カ ワ セ ミ

セ イ タ カ
ア ワ ダチ
ソ ウ

多 沙祿

全国の分布図が作 ら れたのは初めてであ る 。 従来は 、 分布域が狭い と考え ら

れていたが 北海道か ら も報告 さ れ事実 と すれば新 し い発見であ る 。

広範囲に分布がみ ら れ各地で保護増殖対策が行なわれてい る のを う かがわせ

てい る 。

分布域力“後退 し た と いわれる 1 9 7 0 年ごろ に比べ、 各地か ら予想以上に発

見 さ れ、 水質浄化、 農薬規制の効果等があが っ た と 見 られる 。

全国的に分布図が作 られたの は初めて と思われるが、 都市を中心に河原、 造

成地等に広 く 侵入 してい る様子が確認さ れた。

外来種が確。忍 さ れて以来、 約 1 0 0 年であ る が、 こ の間 に 日 本地図が描け る

ほ どの分布にな っ た事は 、 お どろ き であ る 。

ゆ



第 3 節 保全すべき地域

県内におけ る 自然環境を保全すべき地域は次の表の と お り であ る 。

なお 、 評価につい ては、 部門 こ と に特殊性があ り 一律に規定す る こ と はでき な いか、 学術的な観点か

ら 全国 レベルの も の - A級、 中国地方 レベルの もの - B級、 県 レベルの もの - C級 と し て表示 し た。

表 1 自然環境を保全すべき地域 ( 1 )

評 価 部 分 植 物 部 門 動 物 部 門 地 形 部 門 地 質 部 門 。十

A 級 1 o 力期新 7 か所 2 力況新 3 力刈折 2 2 か所

B 級 1 0 8 2 1 1 9 5 8

C 級 1 7 7 4 0 6 4

合 。十 3 7 2 2 6 3 2 2
( 1 2 8)
1 4 4

(住) 合。十欄上段 ( ) は地域数の実数

表 2 自然環境を保全すべき地域 ( 2 )

部 門 東 部 地 区 中 部 地 区 西 部 地 区 。十

植 物 2 7 か所 5 か所 5 か所 3 7 か所

動 物 9 5 8 2 2

地 形 3 3 1 5 1 5 6 3

地 質 1 1 4 7 2 2

合 。十
(7 1 )
8 0 g が 難

( 1 2 8)
1 4 4

景 観 1 3

(注) 合。十欄上段 ( ) は地域数の実数

- 1 0 -



表 3 保全すべ き植物

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 詮陥 備 考

覚 寺 神 社 鳥取市 シ イ 林 C級

伏 野 神 社 " メソ れソ

御熊神社 と その
周辺

イン メソ B級

細 見 神 社 たソ れソ C級

香 取 イン シ イ ー カ シ林 A級 指定済

松 上 たソ シ イ 、 サ カ キ林 たソ イン

管 野 国府町 オオ ミ ズ ゴケな どの湿原植物 イン んソ

甘 露 神 社 岩美町 シ イ 林 C級

太 田 神 社 イン れソ たソ

院 内 部落 周 辺 たソ 常緑広葉樹林 たり

唐 川 " カ キ ツバ タ な どの湿原植物 A級 指定済

裔 黛 神 社 福部村 常緑広葉樹林 C級

南 田 神 社 イン シ イ ー カ シ林 B級

鹿 野 城 跡 鹿野町 タ ブー シ イ 林 C級

赤 蔵 神 社 船岡町 シ イ カ シ サ カ キ林 B級

三 谷 神 社 河原町 サ カ キ林 C級

北 村 権 限 の森 " ツバキ タ ブ林 ･ メソ

陣 鉢 山 若桜町 ブナ林 B級

- 糸 白 見
メソ ヒ メ コ マ ツ ･ シ ャ ク ナゲの 自生地 C級

弁 天 谷 れソ メソ メソ

頭 巾 山 用瀬町 針 ･ 広葉樹混交林 れソ

洗 足 山 メゾ ヒ ノ キ ･ ヒ メ コ マ ッ林 A級

犬 山 神 社 " カ シ、 シ イ 林 B級

三 原 高 原 佐治村 ス ス キ ･ ア カ モ ノ を中心と した風衛草原 メソ
国定公園に
指定済

三国山 ･ 高鉢山
･ 高山

佐治村
河原町

ブナ ー ミ ズナ フ林 A級
一部国定公
園に指定済
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名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

嶋 種 山 智頭町 ブナ林 A級

虫 丼 神 社 パン カ シ サ カ キ ブナ林 B級

笏 賀 ヒ ノ キ ー ツ ク シ シ ャ ク ナゲ林 A級 指定済

田 代 部 落 " ヒ ゲ ノ ガ J ヤ ス ･ ア カ モ ノ が密生す る風衝草原 B級

若杉山 ･ 塵黒山 " ア カ モ ノ を混え る風衝草原 C級

書 谷 関金町 オオ ミ ズゴケの 自生す る湿原 B級

箆座 ･ 御崎海岸
赤碕町
中山町

ハマ ヒ サカ キ群落 A級

馬 場 西伯町 シ イ 林 れソ 指定済

本 宮 部 落 周辺 淀江町 ツ バキ ー モチ ノ キ林 C級

別 所 日野町 コ ナ フ 林 れソ

三 栄 日 南町 ケヤ キ林 イン

日 谷 神 社 コ ナ フ ア カ マ ッ林 B級

表 4 保全すべき動物

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

千 代 川 河 口 鳥取市 水鳥 (ハ ク チ ョ ウ 、 カ モ類) の渡来、 生息地 C級
銃猟禁止区
域

河 内 ~ 安 蔵 れソ カ ジカ の生息地 たソ l
院 内 岩美町 モ ノ ア オ ガエ ルの生息地 れソ l
酒 滓 気高町 ウ ミ ネ コ の渡来地 B級

県立公園指
定済

殿 ~ 矢 原 鹿野町 カ ワ シ ン ジ ュ ガイ の生息地 んソ

0

鷲 峰 山 “- 鳥類、 蝶類 (ギフ チ ョ ウ ) の生息地 れツ 鳥獣保護区

大 江 / 奥 船岡町 イ ノ シ シ、 ク マ タ カ の生息地 C級

三 原 高 原 佐治村 鳥類、 蝶類 ( ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ンモ ド キ ) の生息地 B級
国立公園に
指定済

三国山 ･ 高鉢山
･ 高山

佐治村
河原町

鳥類( ク マ タ カ ) 、 蝶類 ( ミ ト J シ ジ ミ 類) の生息地 A級
一部国定公
因に指定済

天 神 川 河 口
北条町
羽合町

水鳥 ( ガ ン 、 カ モ、 シギ、 チ ド J ) の渡来、 生息地 B級
銃猟禁止区
域

加 谷 ~ 木 地山 三朝町
｢ ｢

カ ジカ の生息地 C級

1
1

11
!

℃"
』
=
=1

1-
I

　 　　 　
　
r

- 1 2 -



ゆ

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

福 山 三朝町 オオサ ン シ ョ ウ ウ オの生息地 A級

三軒谷 ･ 大谷 メソ 魚類 ( イ ワ ナ 、 ヤ マ メ ) 、 鳥類 (ヤ マセ ミ ) の生息地 C級

今 西 関金町 オオ サ ン シ ョ ウ ウ オの生息地 A級

日 野 川 河 口 米子市 水鳥 ( シギ、 チ ト リ 、 カ イ ツ ブ J ) の生息地 C級
銃猟禁止区
域

彦 名 メソ コ ハ ク チ ョ ウ を主とす る水鳥の渡来、 生息地 A級 鳥獣保護区

印 賀 日 南町 ブ ソ ポ ウ ソ ウ の生息地 たソ

板井原川~
真住川

日野町 アマ ゴの生息地 B級

上 菅 イン オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ の生息地 A級

毛 無 山 江府町 キ ツ ツ キ類の生息地 B級

谷 山 川 溝口町 オオ サ ン シ ョ ウ ウ オ の生息地 A級

二 部 メソ カ ミ キ グ ム シ、 ハ ナ ム グ j 類の生息地 B級

表 5 保全すへき 地形 地質

〔地 形〕

- 1 3 -

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

児 蕗 の 滝 鳥取市 若返 り の谷、 学術参考地 C級

雁 金 山 ノン 花崗岩の孤立丘 れソ

ス ク モ 山 " ス ン ミ チ型の小孤立丘 れソ

矢 山 れソ 孤立山地地形 イン

長 柄 峡 谷 れソ 河川争奪に よ っ てでき た深い侵食谷 "

摩 尼 山
鳥取市
福部村

花崗岩質岩石の孤立山地地形 イン

毛 無 山
鳥取市
鹿野町

安山岩の ト ー ム状地形 れソ

大 石 峡 谷 国府町 上流型の峡谷地形 イン

今 木 山 " 冲積平野におけ る残丘 メソ

菅 野 れソ 湿原を有する 溶岩台地地形 A級 指定済

金 峰 山 岩美町 第三紀層の孤立山地地形 C級



名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

立 岩 山 岩美町 急傾斜を有す る孤立峰 B級

酒 ノ 庫 気高町
垂直な岸 ･ 幅広い海食台 ･ 離れ岩な どが発達す る岩石

海岸 ･
たソ

県立公園指

定済

鷲 峰 山 鹿野町 開析の進んだ火山地形 " II

長 尾 鼻 青谷町 安山岩溶岩の断崖地形 パン 県立公園指

定済

姫 路 峡 谷 郡家町 上流型の峡谷地形 れソ

猫 山 メソ 急傾斜面を有する孤立丘 C級

霊 石 山
河原町
郡家町

山頂に平坦面を有す る火山地形 B級

遠 見 山
八東町
若桜町

古生層の壮年山地地形 C級

者 鹿 峡 谷 若桜町 安山岩溶岩の急崖地形 B級

城 山 メソ 古生層の孤立丘地形 C級

落 折 高 原 メソ 氷ノ 山熔岩 に よ る溶岩台地 れソ

落 折 峡 谷 れソ 急壁 と峡谷地形 れソ

吉 川 峡 谷 乙ソ メソ れソ

頭 巾 山 用瀬町 急峻な地形を示す壮年山地地形 B級

屋 住 イン 花崗岩 に刻まれた峡谷地形 C級

千 代 川 中 流
用瀬町
智頭町

壮大な谷壁 と穿入蛇行を示す峡谷地形 B級

篭 山 ‘ソ 古生層の壮年山地地形 C級

津 無 高 原 佐治村 山麓階的な侵食平坦面地形 B級

険 所 峠 面 ハソ 中国準平源の遺物 C級

佐 治 れソ 穿入蛇行雄究形 B級 指定済

穂 見 山 智頭町 古生層か らな る壮年山地地形 C級

新 見 川 んソ 壮年期の峡谷地形 んソ

岩 倉 峡 谷 倉吉市 柱状節理にそ っ て橇が形成さ れた峡谷地形 れソ

高 城 山 んソ 大山の裾野面中 にそびえ る花崗岩の壮年山地 B級

小 浜 伯 村 懸谷と海岸段丘地形 C級

泊 安山岩溶岩に形成 さ れた海食崖、 波食棚 B級
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名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

笏 賀 峡 谷 三朝町 小崖錐を刻む渓流河川の V字谷地形 C級

太 郎 田 峡 谷 イン 深い V字谷 と穿人蛇行増疣多 B級

鉛 山 峡 谷 たソ やや浅い V字谷地形 C級

曹 源 寺 峡 谷 パン 上流型V字谷地形 たソ

加谷 ~木地山 " メソ
れソ

高 清 水 高 原 イン 隆起準平原遺物の可能性を もつ地形 A級

福 山 れソ 前輪廻の谷 と峡谷地形 B級

田 代 ･ 下 畑 " 花崗岩の峡谷地形 たソ

若 杉 山 イン 準平原 C級

北 条 砂 丘
北条町
大栄町

浜提列の発達 した砂丘 B級

箆座 ･ 御崎海岸
赤碕町
中山町

海食によ っ て形成さ れた急崖地形と漂礫浜 パン

栗 島 米子市 弓ケ浜砂州に突出す る玄武岩の孤立丘 C級

弓 ケ 浜
米子市
境港市

日野川 に よ っ て形成さ れた長大な砂州 B級

法 勝 寺 川 西伯町 上流型渓谷地形 C級

金 華 山 メソ 絶壁や洞窟、 奇岩を有する凝灰角礫岩の孤立丘 B級 指定済

越 敷 野 会見町 溶岩台地 C級

要 害 山 酋盤 壮年山地地形 ハソ

壺 瓶 山 淀江町 山頂部に平坦面を もつ玄武岩質の山地 たソ

赤 松 原 大山町 開析の進んでいない火砕流面 たソ

孝 霊 山 大山町
淀江町

大山の寄生火山の中で最大の ト ロ イ ブ状の火山地疣多 B級

大 雀 名和町 漂礫浜 C級

大 倉 山 日 南町 凹形斜面を もつ孤立山地 イン

鬼 林 山 " 北斜面に広大な緩斜面を有す る壮年山地 れソ

猿 飛 峡 谷 江府町 峡谷地形 "

宝 仏 山 江府町
日野町

壮年山地の地形か らな る孤立峰 れソ

鬼 住 山 溝口町 花崗岩か ら な る仕年山地

- 15 -



〔地 質〕

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

円 護 寺 鳥取市 安山岩の柱状節理の発達地、 学術参考地 B級

円 通 寺 イン 円通寺礫岩の好露頭地 れソ

白 兎 パン 白兎礫岩層の模式地、 学術参考地 イン

普 含 寺 国府町 中新世の標準化石産地及び学術上の模式地 イン

拾 右 ろリ 安山岩の柱状節理の発達地 れソ

岡 益 " 植物化石の産地 れソ

宮 ノ 下 ･ 奥谷 メソ 海産魚類化石の産地 A級

菅 野 メソ 湿原地中 に形成さ れた泥炭層 メソ 指定済

亀 尻 高 原 青谷町 亀尻玄武岩の楔式地 B級

富 枝 八東町 安山岩の柱状節理の発達地 イン

佐 冶 佐治村 緑色千枚岩を原岩 と し た佐冶石の分布地 メソ 指定済

青 城 山同 倉吉市 大山山麓の基盤岩露出地 れソ

高 清 水 高 原 三朝町 ウ フ ン鉱床の標式地及び植物化石の産地 A級

上 大 立 メソ 古期大山火山砕肩岩の模式地 B級

北 条 砂 丘
北条町
大栄町

砂丘成因にかかる鍵層の分布地、 学術参考地 ん7

高 姫 会見町 中位段丘を構成する礫層の模式地 れソ

一 ノ 谷 大山町 溝口凝灰岩の模式地 れソ

名 和 ･ 御 来屋 名和町 御来屋礫層の模式地 イン

名 和 パン 火山砕肩流 (名和泥流) の分布地 ハソ

多 里 日 南町 多里層の模式地、 荷重痕の露出地及び化石の産地 イン

多 里 メア 粘板岩を原岩 と する松皮石の産地 イン

宝 仏 山
江府町
日野町

角礫岩層の好露出地

=
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表 6 保全すべき景観

〔海岸地域〕

地 区 名 概 要 備 考

山 陰海岸国立公園

周 辺 地 区

金峰山及び蒲生峠付近の展望

岩井温泉西南丘陵、 御湯神社、 恩志付近、 兵主神社、 立岩山、

二上城跡一帯の広葉樹林。

摩尼山頂砒部の植相。

賀露~橋津海岸地区

賀露、 湖山、 大寺屋 、 白兎、 末恒の ク ロ マ ッ林。

9 号線南側斜面の タ ブ 、 シ イ 林。

魚見合、 長尾鼻、 石脇東部岬の展望。

湖山池の小島與群、 石釜。

矢山、 吉岡、 国立療養所、 箕上山、 三谷、 布勢、 天神山城跡、

山王権現社周辺等の林、 馬 ノ 山 、 大平山 、 御冠山、 鉢伏山の展

望。

羽衣石城跡の広葉樹林。

白兎伝承地、 酒滓、 夏伯、 伯等の漁村。

吉岡、 浜村、 東郷、 浅津の各温泉。

馬 / 山古墳群、 倭文神社の人文景観。

北 条 砂 丘 地 区

松上、 東園、 西園な どの集落南緑の タ ブ 、 エ ノ キ 、 ヤ ナギな ど

の対雨風防風林。

北尾古代住居跡、 島遺跡及び由良砲台跡の人文景観。

大山 北麓海岸地 区

( 由 良~ 淀江 )

中山町海岸のハマナ ス やア ジサ イ の群落、 沿道の ク ロ マ ッ林。

中山町松河原及び壺瓶山北麓の常緑広葉樹林。

名和氏史跡、 赤碕漁港、 八橋城跡、 赤碕畜産試験場と東伯町-

帯の高麓 シバの集団栽培景観。

弓 ケ 浜 海 岸 地 区

外浜浜堤帯に弧を描 く ク ロ マ ツ防風林帯。

内浜砂丘帯の古い ク ロ マ ッ林列、 集落列沿いの ク ロ マ ツ屋敷林

列、 栗島神社の常緑広葉樹林。

･

ゆ
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〔主要市街地周辺〕

地 区 名 概 要 備 考

鳥 取

久松山の山容、 植相。

摩尼山塊、 稲葉山山塊 (池田家墓地、 宇部神社、 美歎水源地を

含む)

霊石山塊、 大路山、 面影山 、 今木山及び千代川西岸平野中の孤

立丘群。

庁、 国分寺、 法華寺などの集落景観 と屋敷林。

倉 吉

打吹山、 巌城や打吹山南麓の八幡神社の広葉樹林。

国庁裏神社社叢。

伯耆国分寺跡- 四天王寺-不入岡の展望。

天神川 と三徳川 と の合流点付近、 及び大宮神社等の社叢。

米 子

城山の地形、 植生。

市街地内の社寺林、 兼久土手の桜並木、 王子製紙社宅周辺の ポ

プ フ並木、 皆生温泉地内外の ク ロ マ ッ林。

福成一天万 ~安曇周辺の丘陵又は孤立丘群に生育す る広葉樹林

〔主要河川流域〕

地 区 名 概 要 備 考

智 頭 川 流 域

(国英~社)

釜 ノ ロサ ク フ並木、 樹園地、 犬山神社社叢。

高福攻撃面、 鷹狩攻撃面、 河床露岩地 (用瀬) 頭巾山露

岩峰、 洗足山露岩峰、 篠ケ門穿入蛇行地形。

桝形城跡、 景石城跡、 用瀬宿場町町並。

(智頭~昔滓)

ス ギ- ヒ ノ キの美林。

三郡変成岩露岩の河合床。

置千木止 り 屋根型集落、 高段定置稲架、 智頭町の義鯉と 旧

-

- 18 -



も
-
℃
【
l
"
&

【
【

･
ト
-
!
【
【
し
l
,
"
!
【
【
[

ト
r
l
l

l
r
｢
◆

‐[
-"

地 区 名 概 要 備 考

智 頭 川 流 域

宿場町及び旧木地師集落。

(佐 治)

山王滝 ト チ の 巨木群落。

青黒色佐治石河床、 猿渡渓谷、 尾際ダム 。

因州和紙の産地、 津野並びに津無の高位集落と高原面上か

らの景観。

(曳田川 )

曳田川上流の三滝渓。

(安蔵川)

下流の花崗岩地域。

- -

八東川 袋川流域

(丹比~若桜)

丹比攻撃面、 玄武岩柱状節理露頭、 千石岩 、 戸倉峠付近の

渓谷と急崖。

鬼ケ城跡と樹叢、 若桜宿場町の景観、 重要文化財建築岩屋

堂、 高段定置稲架、 隠遁集落 (落折等) 。

(扇 ノ 山、 氷 ノ 山西麓)

姫路渓谷、 妻鹿野渓谷、 茗荷谷ダ ム 、 春米渓流。

石屋根の集落、 隠遁集落、 旧木地師集落。

勝 部 川 流 域
八葉寺の植相、 河谷の斜面。

マ ス養殖、 因州和紙の産地。

竹 田 川 流 域

三朝温泉か ら坂本-三徳山一俵原-鹿野道沿道の渓谷美 と 史跡

名勝地 、 三徳山。

飯盛山の 自然植相、 俵原牧場、 隠遁集落俵原。

中津ダム 、 名勝小鹿渓、 東西小鹿段丘集落。

鉛山 一 小河内、 田内 -大谷付近の渓谷。

日 野 川 流 域

鏡ケ成-下蚊屋渓谷と猿渡渓谷、 坂井原渓谷。

根雨か ら生山地区の河床景観、 石霞渓の岩石美、 渓谷地形。

城跡、 根雨-生山の宿場町、 箱棟屋根景観。

板井原付近、 印賀川、 湯川、 小原川 、 大木屋の各渓谷。

ゆ
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第 4 節 保 全 対 策

1 県 自然環境保全地域の指定

県内にお け る 自然環境を保全すべき 地域の う ち 、 優れた 自然の風景地につい ては、 自 然公園 と して

指定がさ れてい るが、 ①高山植物、 優れた天然林等の区域、 ②特異な地形、 地質を有 してい る 区域、

③動植物を含む自然環境が優れた状態を維持 してい る海岸、 湖沼、 湿原、 河川等につい ては鳥取県自

然環境保全条例に よ り 、 順次、 県自然環境保全地域の指定を行 う こ と と してい る 。

現在、 指定 さ れてい る県 自然環境保全地域は、 次の表の とお り であ る 。

表 7 県 自然環境保全地域

番号 地域名 所在地

面積の 内 訳 (hの

指 定 理 由 指定年月 日普通

地区

特別

地区
。十

ヰー･4 菅 野 国府町 20 0 1 85 0 2 0 .5 0

ミ ズゴケ等の湿原植物、 溶岩台地氷河期の

花粉等を有する 泥炭層
昭 和
52 . 4 . 8

2 香 取 鳥取市 400 39 0 7 9 0

シ イ ノ キ林を主 と したヤ ブツバキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 . 4 . 8

3 松 上 メソ 5 2 0 5 2 0

シイ ノ キ林を主 と し たヤ ブ ツ バキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 . 4 8

4 笏 賀 三朝町 32 0 3 2 0

シ イ ノ キ 、 ウ フ ジ ロ ガシ等の常緑広葉樹林

と ヒ ノ キ 、 ツ ク シ シ ャ ク ナゲ群落
52 . 7 . 29

5 馬 場 西伯町 3 7 0 3 7 0

シ イ ノ キ林を主 と したヤ ブッバキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 7 . 29

6 唐 川 岩美町 1 98 0 1 9 8 0

カ キ ツバ タ 等の湿原植物、 ハ ッ チ ヨ ウ ト ン

ボ溶炭台地、 花粉植物化石を有する 泥炭層
53 5 1 2

7 金華山 西伯町 61 0 6 1 0

絶壁や洞窟、 寄岩を有す る凝灰角礫岩の孤

立状の山体
55 . 1 2 . 23

8 佐 治 佐治村 24 00 18 80 42 .80
穿入蛇行地形、 V字形峡谷

緑色千板岩を原石 とする佐治石分布
59 . 9 25

合話 ( 8 地域) 30 .00 7920 1 0920
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2 自然保護思想の普及

( 1 ) 自 然科学館 と 自然解説

優れた 自然を保護す る こ と は私達国民の課題であ るが、 そ のため には法律によ り 規制をかけ るだ

けでな く 、 自然の利用者ひ と り ひ と り が自 然に学び、 自然の大切 さ を理解す る こ と が必要であ る 。

そ のため県では、 西伯郡大山町大山に県立大山 自 然科学館を、 岩美郡岩美町牧谷に県立山陰海岸自

然科学館を建没 し 自然保護思想の啓も う を図っ てい る 。

ま た 、 こ れ ら県立自然科学館を基地と し て、 5 月 か ら 1 1 月 の期間内に 自然解説を実施 し 、 展示

物の解説のほか、 ｢大山｣ 並びに ｢山陰海岸｣ の地形 地質、 植物、 動物及び人 文歴史(大山のみ)

等について現地解謎を行い 自然に関する知識の普及 と 自然保護思想の高揚を図 っ てい る 。

表 8 昭和 5 9 年度 自然解説実施状況

実施＼時輔期~＼＼区 分
大 山 自 然 解 説 山 陰 海 岸 自 然 解 説

実 施 日 数 参 加 人 数 実 施 日 数 参 加 人 数

春 季 ( 5 ~ 6 月 ) 8 日 7 3 人 日 人

夏 季 ( 7 ~ 8 月 ) 3 5 2 , 1 4 0 9 1 7 8

秋 季 ( 9 ~ 1 1 月 ) 1 1 2 0 7

。十 5 4 2 4 2 0 9 1 7 8

ゆ

( 2 ) 青少年自然保護研修 (自然を守る少年教室)

本県の優れた 自然を守 り 、 後世に伝えてい く ため に は、 次代を担 う青少年たち に 、 自然保護の重

要性を正 し く 理解さ せ る こ と が大切であ る。

こ のため、 将う長各層の グ ー ダー と し ての活躍が期待 さ れ る中学生を対象に、 下。己の と お り 自然保

護研修を実施 した。

こ の事業は、 昭和 5 6 年度か ら 実施 してお り 自然の中での活動等を と お して、 充実 し た研修を行

9 う こ とができ た。
( 研 修 概 要 )

日 程 昭和 5 9 年 8 月 8 日 ~ 8 月 1 0 日

場 所 県誼キ船上山少年自然の家

参 加 者 中学 2 年生 4 3 名、 引率教。金 1 3 名

参 加 校 鳥取北中学校、 岩美中学校、 福部中学校、 若桜中学校、 鹿野中学校、 智頭中学

校、 中山中学校、 赤碕中学校、 東山中学校、 大山中学校、 溝口 中学校

以上 1 1 校
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講 師 加 納 一 成 (箕蚊屋中学校教諭)

川 上 明 敏 (南部中学校教諭)

橋 谷 聡 く米子北高等学校教諭)

藤 本 泰 三 ( )

山 名 厳 (県教育研修セ ン タ ー祟長)

清水谷 登 (大山保勝会)

藤 野 一 成 (大山隠岐国立公園管理事務所長)

研 修 内 容 自然観察 (噂返 し の滝、 船上山登山ス ケ ッ チ)

星天観測 (ス フ イ 料こ よ る講義、 観測実習)

グループ。市議 (グルー プ毎に 自主討諭

講 義 (国立公園 と 自然保護)

第 5 節 温泉の現状

本県にお け る 温泉は、 1 3 温泉地、 2 7 8 源泉 (利用源泉 2 0 8、 未利用源泉 7 0 ) か ら平均温度 5 6 .3

度の温泉水を毎分 1 4 ,4 6 3 .7 j ッ ト ル く み上げ、 主 と して観光、 保養温泉と し て利用 さ れ、 昭和 5 7 年

におけ る利用人口 は 4 5 4 万人に達 してい る 。

昭和 5 9 年 3 月 現在の各都道府県別温泉利用状況 (環境庁自然保護局発表) に よれば、 本県の温泉源

総数、 ゆ う 出量はいずれ も全国 レベルの中位以下に位い してい るが 温泉 4 2 度以上の 源泉 占有率 は

7 4 5 パーセン ト を示 し 、 全国最高位の大分県の 9 1 1 パー セ ン ト に は及ばない ま でも 、袋国平均の 5 7 .4

パ ーセ ン ト を大き く 上回る高率を 占めてい る 。 こ の こ と は 、 本県の温泉は、 主 と して高温度温泉を対象

と した適正な利用が行われてい る こ と が う かがえ る 。

温泉の利用人口 は、 最近は横ばい腕態ながら 、 長期的にみ る と漸増の傾向をた ど り 、 国民の保養、 休

養の場 と し て、 あ る い は医療施設の一つ と し 、 今後ま すま す利用 さ れてゆ く こ とが予想さ れる 。

こ れに対処す る ため従来、 資源の枯渇、 衰退現象等を防止する た め、 それぞれの地域に適合 した堀肖qぴ

等の規制を行 う一方、 源泉の集中管理の導入を指導 してき た と こ ろである 。

更に今後は、 資源の衰退防止と 、 既成温泉地の適正な利用指針の基礎資料とす るため、 県下の主要温

泉地について、 地球物理調査、 地下地質構造覊査等一連の科学凋査を年次。十画で実施する こ と と し 、 既

に昭和 5 2 年度~ 5 4 年度に皆生温泉、 昭和 5 5 年度~ 5 6 年度に三朝温泉、 昭和 5 6 年度~ 5 8 年度

に東郷 ･ 羽合両温泉の澗査を終了 してお り 、 昭和 5 8 年度か ら 3 か年。十画で浜村温泉について崗査を実

施 してい る 。

ば

　

ね
な 幸
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表 9 温泉地別温泉利用状況

昭和 6 0年 3 月 現在

温泉地名
源泉数

伍十B)

利用源泉地

園

飜誉
温 度 別

利 用 源 泉 数 平 均
温 度

℃

ゆ う 出量
合 。十

“/分
主た る泉質

自噴 動力 難
2げ℃以上
4濯℃未満 銭難

※岩井温泉 6 4 2 す･I▲ 3 4 6 . 4 1 , 1 1 6 6
カ ル シ ウ ム ･ ナ

ト リ ウ ム -硫酸
塩泉

鳥取温泉 2 8 1 6 1 2 一11- 1 5 4 7 . 7 8 1 8 8
ナ ト リ ウ ム ‐塩

化硫酸塩泉

※吉岡温泉 5 4 ･1｣- ず･I▲ 3 4 7 0 1 1 57 6 単純温泉

浜村温泉 2 5 2 2 3 6 1 6 5 0 0 1 , 1 88 5
ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シ ウ ム ー塩化
物泉

※鹿野温泉 8 7 ｣1-- 7 6 2 2 83 1 6 単純温泉

羽合温泉 9 6 3 6 5 4 3 1 , 790 0

ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シウ ム ー塩化
物 ･ 硫酸温泉

東郷温泉 49 3 4 1 5 9 2 5 6 2 5 1 , 633 4 れソ

三朝温泉 9 4 4 1 42 1 1 2 2 6 1 4 9 . 9 2 , 3 68 4 単純放射能泉

※関金温泉 22 2 1 3 7 7 8 4 7 2 3 1 5 8 単純温泉

皆生温泉 2 1 1 3 8 1 1 2 6 1 7 3 831 8

ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シ ウ ム ー塩化
物泉

そ の 他 1 1 T･I- 3 7 1 3 2 8 1 485 2

。十 2 7 8 44 1 64 7 0 1 5 1 1 5 6 5 4 0 1 5 , 537 . 7

ゆ

(注) ( 1 ) 平均温度は、 温泉地の全ゆ う 出熱量を、 全ゆ う 出量で割 っ た も のであ る 。

( 2 ) 温泉地名欄 ※ 印は国民保養温泉地指定温泉地を示す。
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表 1 0 本県の温泉の全国対比

3493泉 50 5 “ /分/泉 69% 78 % 1 00 % 凡 例

茨
城
県
他
9
県

□ 能力別i最高位県

　 　　　　　　　　

参考資料

利 源ゆ 利 自 利源℃比 利源℃泉

　 　 　 　 　 　　　 　　　
盪 発出 続 磁漁 未泉℃利温の

瀦 (“囑) “ぐず 用42揚 物源
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第 2 章 自 然 公 園

第 1 節 自 然公園 の保護

1 自然公園の概況

自 然公園は、 優れた 自然の風景地を保護す る と と もに 、 そ の適正な利用 に よ り 我々 の保健休養及び

教化に資す る こ と を 目的 と して投げ られた ものであ るが、 近年、 経済社会の進展に伴い 日 常生活圏に

良好な 自然が少な く な っ た こ と も あ っ て、 都市生活等にお け る精神的緊張の解放を図 るための場 と し

て 、 あ るい は、 野外 レ ク リ ェ ー シ ン の場と してその利用の欲求が高ま っ てき てい る 。

こ れ らの欲求に こ たえ、 利用者が自然公園本来の 目的に沿っ て快適な利用が図れ るよ う 、 各種施段

の整備を進めてい る。

一方、 優れた 自然は、 後世の人間 に と っ て も貴重な資産であ るので、 その 自然環境を保全す るため、

@ 規制の強化及び管理体制の充実に努めてい る。
県下の 自然公園の指定状況及び各公園の概況は 、 次の と お り であ る。

表 1 1 鳥取県の 自然公園

区分 公 園 名
指 定

年月 日
全面積 県 内面積

特別保

護地区

特 別 地 域 普通

地域
関係市町村

1 種 2 種 3 種 匙騨

国立
大 山 隠 岐

国 立 公 園

昭和

1 1 2 1

38 . 4 1 0

拡大

ho

3 1 9 2 7

hd

1 3 53 1

ho

1 1 3 9

ho

3 , 540

ho

2 , 5 44

ho

2 677

ho

8 , 7 6 1

hd

36 3 1

大山、 溝口 、 江
府、 岸本、 関金
東伯、 赤碕、 名
和、 中 山

山 陰海 岸

国 立 公 園
3 8 . 7 1 5 8 99 6 1 52 4 1 2 5 1 , 3 1 2 75 1 , 3 87 1 2 鳥取、 福部、 岩

美

小 。十 4 0 9 2 3 1 5 , 0 5 5 1 , 2 64 3 540 3 8 56 2 75 2 1 0 , 1 48 364 3

国定
比 婆 道 後

帝 釈
国 定 公 園

38. 7 . 24 7 , 8 08 1 , 4 3 7 2 2 83 4 58 1 1 43 7 日南

氷 ノ 山後山
那 岐 山

国 定 公 園

44. 4 1 0
5 8 2 . 9

拡大
48, 80 3 8 5 7 9 20 1 8 0 6 1 2 1 6 6 3 5 6 8 3 7 8 鬮鶏魂

小 。十 5 6 , 6 1 1 1 0 , 0 1 6 2 0 1 8 2 8 2 , 0 5 0 6 9 37 9 8 1 5

県立
奥 日 野

県 立 公 園
39 4 1 4 2 78 4 , 2 7 8 特別地域指定 な し 日野、 日南

三朝東郷硼

県 立 公 園

29. 4 1
3 9 6 . 1

拡大
1 5 , 367 1 5 , 367 同 上

倉吉、 三朝、 東
郷、 羽合

西因幡県立

自 然 公 園
5 9 5 . 8 5 9 7 5 97 32 32 5 65 気高、 青谷

小 。十 2 0 . 24 2 2 0 242

話 1 1 7 , 7 7 6 4 5 , 3 1 3 1 46 5 4 , 3 68 5 , 9 38 9 6 89 1 9 , 9 9 5 4 ,2 08
公園面積三県吐

面積の 1 3 0%
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( 1 ) 国立公園

ア 大山隠岐国立公園 (離日 き き 餐 葎 目 面 目疵指定)
中国山脈の最高峰伯耆大山 ( 1 7 1 1 メ ー ト ノリ を中心 と す る山岳地帯に島根県の隠岐島、 島根

半島の美保ノ 関、 日御崎、 出雲大社の三地点 と 、 大田市に近い火山 三瓶山を合わせた海陸に及

ぶ変化のあ る 公園である 。

大 山 は ト ロ イ ブ 火山 であ る が 、 西方か ら み る と富士型の美 し い形なので、 伯耆富士と呼は

れてい る。 東側は こ れ と 全 く 反対で、 北壁と 呼ばれ る アルプル的な岩壁がそそ り 立っ ていて、 女

性的な面 と 男 性的な二つの面を持 っ てい る 。 日 本海に近 く そ びえ る ので、 標高以上に高 く み られ、

すそ野原野が美 しい 。 山頂か ら は ナイ フエ ッ ジの縦走路が続きス リノ功Sある。 主峰の北に は矢筈ケ

山、 勝田ケ山、 甲 ケ山の火山群峰が続いてい る 。

火山の中腹は ブ ナの原始林におおわれていて、 新緑紅葉がすば ら し く ま た 、 海岸部に多 く み

ら れ る ク ロ マ ツ が 、 かな り 標高 の高い ブナの成林がみ られる よ う な所で成育 し てい る のが珍

ら し い 。 山頂には高山植物群落があ り 、 キ ャ フ ボク の群落がみ られる 。 海に近いので島根半島、 翁

中海の展望がすは ら しい 。

桝水原、 豪円山の一帯は、 関西第一のス キー場で リ フ ト も 多 く 、 九州方面か らの利用 も多い 。

夏はキ ャ ン プが盛んであ る 。 大山は修験道の盛んであ っ た と こ ろで、 大山寺 ･ 大神山神社な どの

社寺に数多 く の僧坊が歴史を物語っ てい る 。 大山鏡ケ成に は国民休暇村 (全国最初) があ り 、 大

山の南に続 く 蒜山は上 ･ 中 ･ 下蒜山の三峰 と それに続 く 高原地帯と と も に レ ク リ ェ ー シ ョ ン の中

心 と な っ てい る 。

イ 山陰海岸国立公園 (昭和 3 8 年 7 月 1 5 日 指定)

鳥取県の鳥取砂丘か ら 、 京都府の網野町まで延長 7 5 キ ロ の 日本海海岸の公園であ る 。 鳥取砂

丘、 浦富海岸に続いて、 但馬御火ノ 滴、 香住、 玄武洞、 城崎温泉、 久美浜湾な ど優れた景勝地か

続いてい る o

こ の辺の海岸は、 地図でみ る と平 凡のよ う に見え るが、 実際には小さ い なが ら も湾入、 岬、 島

々 と 変化が多 く 至る と こ ろ に美 しい海岸風景がみ ら れ る 、 地質の公園、 岩石美の公園と いわれろ.
　

地質は 、 各種の噴出岩、 第三紀層、 深成岩な ど複雑で、 それが美 しい層をな し ていた り 、 節理を示

してい る 。 そ の上に地盤の隆起、 陥没、 断層 な割こよ って地形が複雑 と な っ てお り 、 更に浸食を

う けて断がい と な り 、 洞門 ･ 洞窟 ･ 石柱 と な り 、 奇勝が作 られてい る 。

( 2 ) 国定公園

=

　　
　

ア 氷 ノ 山後山那岐山国定公園 (離日 倉 簿踞 る 鍵舵定)
中国山地の東端、 鳥取、 兵庫、 岡山の 3 県に ま たがる脊柴山地一帯で中国山地第 2 の高峰氷ノ

山 ( 1 ,5 1 0 メ ー ト ル) を主峰 と し 、 後山、 那岐など 1 ,0 0 0 ~ 1 , 3 0 0 メ ー ト ル級の南北に連な る山

岳 と 、 音水、 若津な どの渓谷、 神鍋、 鉢伏、 黒岩な どの ス キ ーや野営に適 した高原を含んだ公園
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であ る。

鉢伏山か ら氷 ノ 山、 後山 、 大ケ仙に至る山 り ょ う 部は全体に丸味を帯びた隼平原状の山容だが

山腹は侵食に よ り 音水、 赤西、 昔滓などの渓谷美や雨滝、 露ガ億な どの特異なば く 布群がみ られ

る 。

こ れ らの山々 の中腹又は山ろ く に は畑ケ平、 鉢伏、 兎和野、 黒岩な どの高原があ る 。

公園一帯には 、 自 然林が各所にみ られ、 ブナ は こ の公園の主要な山岳の山 り ょ う 部や渓谷に発

達する植生で、 標高 7 0 0 メ ー ト ル以上で群落をな してい る 。 特 に氷ノ 山山頂付近は、 ブナ 、 ･オ

ジ 、 ス ギ、 キ ャ フ ボク な どの群落がみ られ、 古生沼 はヤ チ ス ゲ、 ア イ バソ ウ な どの湿原植物でお

おわれてい る 。 三川山、 後山は シ ャ ク ナ ゲがあ る 。

なお~ 佐冶村、 三朝町の中国山地脊柴部に存す る ブナ 、 ズナ フ 樹林地一帯を保護す るため、

当公園の一部 と し て昭和 5 8 年 2 月 9 日 に拡張指定さ れた。

イ 比婆道後帝釈国定公園 (昭和 3 8年 7 月 2 4 日 指定)

中国山地の ほぼ中央にあ る 比婆、 道後、 船道の山々 と 、 南にあ る帝釈峡を含んだ公園であ る 。

標高は約 1 , 200 メ ー ト ルで、 山頂部はゆ るやかな準平原をな し てい る 。 こ の一帯の森林は砂鉄

製錬のために永年にわた っ て伐採されたので放牧地、 草原 と な っ てい る と こ ろが多 く 、 快い草原

風景を呈 してお り 、 ツ ツ ジの名所もある。 船通山のイ チイ の大木と、 上媛山のフナの原始林は貴重な植

物景観 と な っ てい る 。

帝釈峡は山岳地帯の南約 1 . 6 キ ロ の地点にあ る石灰岩の渓谷で、 付近に は石灰岩の作 る カ ルス

ト 地形がよ く 発達 し 、 ド J - ネ (地鉢) 、 ウ バー レ (複合地金帯) 、 ポ リ ェ (石灰盆地) な どが

見 られる天然橋の雄橋、 白雲洞な どがあ る 。 湖水の沿岸は 、 森林 も よ く 野生猿がみ られ る。

( 3 ) 県立公園

@

ア 三朝東郷栩県立公園 (離日 “ 涎 8 目 旧覇指定)
こ の公園は、 三朝町の一部 と東郷町の全部、 羽合町の大部分、 倉吉市の一部を含めた 1 5 , 3 6 7

ヘ ク タ ールで東伯郡の東端に位置 し (因幡伯耆の国境) 南は岡山県美作に中国山地をへだてて接

･ し 、 西は小鴨川に北は 日本海にのぞんだ県のやや中央部こ位置 し てい る 。 こ の区域は三朝 ･ 東郷
･ 羽合の温泉地があ り 、 景勝地 と し ては、 小鹿渓 ･ 東郷池 ･ 史跡名勝と しては三徳山 ･ 打吹山等

があ る 。 東郷朝畔一帯は 、 2 0 世紀梨の果樹園 と な っ てい る 。

イ 奧 日野県立公園 (昭和 3 9 年 6 月 1 日指定)

こ の公園は、 日野郡 日野町、 日 南町の 日野川水系を基幹 と して 日野町の古峠山、 塔ノ 峰、 鶏 ノ

池、 黒坂滝山、 日 野川渓流、 日南町の石霞漢、 菅沢ダム 、 花見山などを含む 4 ,2 7 8 ヘ ク タ ー ルの

景勝地であ る 。

ウ 西因幡県立自然公園 (昭和 5 9 年 5 月 8 日 指定)

こ の公園は、 気高郡気高町 と青谷町地内の水尻海岸か ら長尾鼻を経て長和瀬ま で約 1 6 如にわ
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た る男 性的な岩石海岸、 女性的な砂浜海岸、 水鳥の渡来地であ る水尻池及び浜村温泉を含む 5 9 7

ヘ ク タ ールの地域であ る 。

2 自然公園の管理

国立公園及び国定公園 については 、 保護の適正を図 る ため、 特別保護地区及び特別地域を指定 し、

こ れ ら の地内に おいて風致景観を損な う おそれの あ る一定の行為は 、 環境庁長官又は知事の許可を

受けなければな ら ない こ と に な っ てい る。

県立自然公園については、 県立 自然公園条例 に基つ いて管理運営 さ れるが ま だ特別地域の指定

がな さ れてい ない公園 も あ る ので早急に特別地域を指定 し保護管理の徹底を期す る こ と と してい る。

国立公園の管理は原則 と して、 国が行 う こ と と さ れてい るが、 自然公園法の改正によ り 許認可事

務が大幅に県知事に権限委譲きれ 県の管理事務量が増大 してい る 。

国立公園の管理機構 と しては 、 昭和 4 8 年 7 月 に西伯郡大山町大山寺に環境庁大山隠岐国立公園

管理事務所が 昭和 5 1 年 1 0 月 に岩美郡岩美町牧谷に環境庁山陰海岸国立公園浦富管理員事務所

が設置 さ ;れ それぞれ地域内の管理業務を担当 してい る 。

昭和 5 5 年度以降の 自然公園内の行為に係る 。午認可処理の状况は次表の と お り であ る 。

行為の種類別では 、 工作物の新増築等が処理の大半を占めてい る 。

表 1 2 国立 国定公園に おけ る年度別許認可処理件数濶べ

公 園 名 淋
公 園 事 業 関 係 工 作 物 等 関 係 。十

55 56 57 58 59 55 56 57 58 59 55 56 57 58 59

大 山 隠 岐

国 立 公 園

長官権限 1 7 34 37 25 28 1 3 5 1 4 1 4 1 1 30 39 5 1 3 9 39

知事権限 22 47 43 3 6 42 22 47 43 36 42

小 。十 1 7 34 3 7 25 28 35 52 57 50 53

｢

52 86 94 75 8 1

山 陰 海 岸

国 立 公 園

長官権限 3 13 1 0 8 1 3 6 6 7 9 5 9 1 9 17 1 7 1 8

知事権限 64 83 92 85 74 64 83 92 85 74

小 。十 3 1 3 1 0 8 1 3 70 89 99 94 79 73 1 02 1 09 1 02 鉈

氷 ノ峻蟠
岐山国定公涵

知事権限 O 0 0 J11Iム 0 7 7 4 4 4 7 7 4 5 4

比婆道前後帝釈
国 定 公 園

知事権限 O 0 0 0 0 1 2 1 1 1 1 2 l 1 1

合 。十 20 47 47 34 4 1 1 1 3 鼓め 1 6 1 149 1 37 1 33 1 97 208 1 83 1 78

　　 　 　
はぎ

〕 '

3 自然公園の環境美化

自然公園内の主要利用地に おいては 、 利用者の もた らす空缶等廃棄物によ る人為的汚染が各所で間
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題 と な っ てい るが、 こ れ ら の地域に おけ る環境汚染については 、 ほ と んどの地域が 日常生活圏か ら遠

隔地であ る と い う 地理的条件の悪 さ か ら 、 廃棄物の効率的な収集処理等は極めて困難 と な ってお り 、

こ の対策については地元市町村のみで対応が難か し い と こ ろであ り 、 県に おいては 、 国の補助金 と合

わせて、 民間活動団体の美化清掃店動に対 して昭和 5 9 年度は表 1 3 の と お り 助成を行い 、 ま た 、 昭

和 5 6 年 5 月 自 然公園美化管理団体の大山支部が、 さ 鍬こ昭和 5 9 年 6 月 に同鳥取砂丘事業所が設置

さ れたの に伴い美化整備並びに公園管理 について一層力を入れてい る 。 その育成を図 る と と も に環境

美化を推進 してい る 。

なお 、 大山地域に おいては昭和 5 2 年か ら 、 山陰海岸地域においては昭和 5 5 年か ら 、 自 然保護団

体、 地域住民、 関係行政機関等の呼掛けで公園内の ゴ 一掃を 目指 し た ク ノ ー ン運動が春 ･ 秋の各 1

回 と 8 月 の第 1 日 曜 日 に実施 さ れ、 多 く の参加者に よ り 年々 コ ミ の量は減 り つつあ る が、 最終的な環

境美化を成 し と げ る ためには利用者のモ フ ル向上が望ま れてい る 。 昭和 5 9 年度の ク j ー ン運動の概

況は 、 表 1 4 の と お り であ る 。

@ 表 1 3 昭和 5 9 年度美化清掃活動事業費実績
公 園 名 地 区 名 事 業 費

大 山 隠 岐 国 立 公 園
大 山 地 区 4 , 0 0 0 千守弓

鏡 ケ 成 ･ 桝 水 地 区 2 , 4 0 0

山 陰 海 岸 国 立 公 園
鳥 取 砂 丘 地 区 4 0 0 0

浦 富 海 岸 地 区 2 4 0 0

表 1 4 昭和 5 9 年度 ク J - ン運動概況

噂

地 域 名 実 施 月 日 参 加 者

大 山

4 月 2 2 日 1 , 7 0 0 人

8 月 5 日 1 7 0

1 0 月 2 1 日 1 , 2 0 0

鳥 取 砂 丘
4 月 1 日 2 , 0 0 0

9 月 3 0 日 2 , 0 0 0

浦 富 海 岸 8 月 5 日 7 0 0

4 自然保護用地の買上げ

国立国定公園の特別保護地区及び第 1 種特別地域内の民有地で、 緊急にその土地を公有化 しな い限

り 自 然の保護の徹底を規せ られない地域について、 交付公債に よ り 買い上げ、 自然の保護の徹底を期

す る こ と と してい る 。

現在ま での公有化状況は 、 表 1 5 の と お り であ る 。
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なお、 智頭町昔滓地内の氷 ノ 山後山那岐山国定公園第 3 種特別地域の土地について、 立木を買収 し

てそれに地上権を設定す る本県独自 の購入方法で、 自然保護用地の取得に当 っ てい る (表 1 6 の と お

り )

表 1 5 自然保護用地の買上状況

公 園 名 場 所 面 積

大 山 隠 岐 国 立 公 園

江 府 町 木 谷

鏡 ケ 成

中 山 町 遠 茶 畑

大 山 町 大 野

向 原

中 山 町 羽 田 井

溝 口 町 金 屋 谷

大 内

。十

1 0 2 5 4 ho

7 8 . 1 5

2 5 . 6 4

6 9 . 7 9

7 . 4 7

3 9 5 1

1 5 2 5

4 7 . 6 2

3 8 5 . 9 7

氷 ノ 山後山那岐山国定公園 智 頭 町 昔 座 4 7 . 7 7

合 。十 4 3 3 7 4

ゞ

表 1 6 立木購入状況

公 園 名 場 所 地 上 権 設定 面積 地 上権 &定 期 間

氷 ノ 山後山那岐山

国 定 公 園

智 頭 町

茸 滓 地 内
4 4 , 8 9 9 4 hG 5 0 年

第 2 節 自 然公園 の利用

1 自然公園の施設整備

所得や余暇の増大、 都市化の進展等の要因によ り 、 国民の 自然環境での レ ク リ ェ ー シ ョ ン活動はま

すま す増大 してお り 、 自 然公園の利用者は近年増加の傾向にあ る 。

本県では毎年 。橘両的に 自然公園の施設整備を進めてお り 、 昭和 5 9 年度は表 1 7 の と お り 実施 した。
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表 1 7 昭和 5 9 年度 自然公園等施設の整備状況

の 国立 国定公園

( 2 ) 県 立 公 園

公 園 名 市 町 村 場 所 事 業 内 容

三 朝 東 郷 湖

県 立 自 然 公園
倉 吉 市 大 平 山

園地整備

修景伐 A = 7 , 3 9 9 盂

歩 道 L = 2 3 0 m W = 1 5 m

ベ ンチ 1 5 基 植栽 7 本

西 因 幡

県立 自 然 公園
気 高 町 勝 山 城 跡

歩道整備

歩 道 L = 1 1 5 m ( 1 5 0 段)

W = 1 o m

休憩舎 木造 A = 8 0 孟

奥 日 野

県立 自 然 公 園

｣

日 野 町 鶏 / 他

園地整備

歩 道 L = 1 1 o m W = 1 . 5 m

休憩舎 木造 A = 1 2 孟

- 3 1 -

公 園 名 事 業 名 箇 所 事 業 内 容

大 山 隠 岐

国 立 公 園
大山寺駐車場整備 大 山 町

駐車場造成舗装 A = 6 6 5 孟

サ イ ト 造園 A = 3 , 4 8 6 證

探勝歩道新設舗装

W= 2 0 m L = 6 5 6 m

W = 1 5 m L = 6 6 4 5 m

山 陰 海 岸

国 立 公 園

鳥取砂丘歩道整備

(多鯰ケ池)
鳥 取 市

探勝歩道改良舗装

L = 1 , 2 8 9 m

W = 2 0 m

イン

鳥取砂丘駐車場整備

(公衆便所新築)
福 部 村

公 衆 便 所

R C造水洗

A = 2 5 . 7 4 遜 浄化槽一式

氷 ノ 山 後 山
那 岐 山
国 定 公 園

那岐山登山道整 備 智 頭 町

登山道新設 W = 1 5 m L = 8 1 6 m

改良 W = 1 0 ~ 1 . 5 m

L = 1 , 5 8 9 m

避難小屋 木造 A = 1 7 . 6 讃



2 自然公園の利用者

県下の 自然公園の利用者は次表の と お り で、 昭和 5 0 年代前半は増加の÷途をた ど り 、 昭和 5 4 年

には 7 3 5 万人 と 4 6 年以降最高の数字を示 し たか、 5 5 年に はオ イ ル シ ッ ク に よ る景気のかげ り

と冷夏の影響で 6 8 0 万人に激減 し た。 5 6 年に は夏季が好天に恵まれた こ と も あ っ て 7 1 5 万人に

回復 し たが、 その後は景気の長期停滞に よ り 減少 し 、 5 8 年 には冬季の雪不足 も相挨 っ て 5 5 年の水

隼に ま で落ち込んでい る 。

(単位 人)第 1 8 自 然公園の利用状況

公 園＼＼名＼＼＼年 度 昭和 5 3 年度 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

国立公園
大 山 隠 岐
国 立 公 園

2, 74 6 , 000 2 49 8 2 0 0 2 54 3 , 000 2 , 0 6 6 , 00O 1 99 1 9 00 1 88 6 7 00

山 陰 海 岸
国 立 公 園

2 464 9 0 0 2 , 6 3 5 , 0 0 0 2 , 1 8 8 , 0 0 0 2 9 2 4 , 0 00 2 , 8 2 5 3 00 2 7 6 7 , 6 00

小 。十 4 64 0 9 00 5 1 3 3 , 2 00 4 , 7 3 2 000 4 , 9 9 0 0 00 4 , 8 1 7 2 0 0 4 , 6 5 4 3 0 0

国定公園
氷 ノ 山後山郡
岐山国定公園

140 000 1 7 0 , 0 0O 1 6 2 0 0 0 1 6 5 00 0 1 6 1 , 7 0 0 1 6 3 , 0 00

比婆道後帝釈
国 定 公 園

2 9, 5 0 0 3 6 , 00 O 3 4 , 00 0 3 5 , 0 00 3 4 , 00 0 3 7 , 0 00

小 。十 1 69 5 0 0 2 0 6 , 8 00 1 9 6 0 00 2 0 0 000 1 95 , 7 00 20 0 , 0 00

県立公園
三 朝 東 郷 湖
県 立 公 園

1 , 85 9 70 0 1 , 8 4 7 5 0 0 1 , 72 1 , 000 1 , 8 0 5 , 000 1 8 3 9 70 0 1 8 54 , 9 0 0

奥 日 野
県 立 公 園

1 3 0 000 1 58 , 60 0 1 5 0 0 0 0 1 53 0 00 1 5 6 , 3 0 0 1 6 0 , 0 0O

小 。十 1 , 9 89 , 7 00 2 , 006 , 1 00 1 , 8 7 2 , 0 00 1 , 9 5 8 , 000 1 99 6 00 0 2 0 1 4 , 9 00

合 。十 7 , 1 0 0 , 1 0 0
7 , 34 6 , 1 0%

6 , 800 , 0 00 7 , 1 4 8, 00 O 7 , 0 0 8 , 9 00 6 86 9 , 2 00
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第 3 章 鳥 獣 保 護

第 1 節 鳥 獣 の 保 護

1 鳥獣保護の概況

野生鳥獣は 自然環境を構成する重要な要素の一つであ り 、 自 然環境をよ り 豊かにする上で欠 く こ と

のでき な い ものであ る 。 同時に、 そ の減少は人間に と っ て も生店環境の悪化を示す指標と認識さ れ、

森林や農作物の害虫の天敵と して も有益であ る 。

県内 に生息する野生鳥類は約 2 8 0 種であ る 。 ま た中海の コ ハ ク チ ウ は我が国の南限集団渡来地

と して貴重な場所と な っ てい る 。

近年、 野生鳥獣は各種の開発に よ っ て生息状況は変化 し 、 生息数の減少が余儀な く さ れてい る 。

本県では 、 こ れ ら野生鳥獣の保護対策の一つ と して、 5 か年を一期 とす る ｢鳥獣保護事業。十画｣ を

樹立 して 。十画的に保護対策を実施 してい る 。

2 鳥獣保護の対策

( 1 ) 鳥獣保護区の長定

野生鳥獣の保護及び繁殖を図る ため、 次の と おり鳥獣保護区を設定 してい る 。

表 1 9 鳥獣保護区

水

@

●

区 分
県 技 国 技 合 。十

箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積 箇 所数 面 積

森林鳥獣生息地 の保護区

大 規模 生 息 地 の 保 護 区

集 団 渡 来 地 の 保 護 区

特定鳥獣生息地の保護 区

愛 護 地 区 の 保 護 区

合 。十

1 1

2

1

3

1 7

1 7 , 5 5 3 ho

1 , 5 7 7

3 0 2

2 4

1 9 , 4 5 6 14一1ユ一一ハノム
6 , 0 2 5 ho

8 , 4 6 2

1 4 , 4 8 7

1 2

3

1

3

1 9

2 3 , 5 7 8 ho

1 0 , 0 3 9

3 0 2

2 4

3 3 , 9 4 3

(昭和 6 0 年 3 月 末 日 現在)

イ 休猟区の没定

狩猟鳥獣の減少 した地域を、 3 か年間休猟 と し 、 キ ジ等の狩猟鳥獣の繁殖を図 り 、 狩猟の永続

性を促進する ため、 次の と お り 休猟区を設定 してい る 。

表 2 0 休 猟 区

昭和 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 。十 、

箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積

1 1 1 5 , 756 ho 1 1 1 7 , 989 ho 1 1 1 8 , 2 1 9 ho 3 3 5 1 , 964 ho
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ウ 銃猟禁止区域の設定

銃猟に よ る危険の未然防止の必要な観光地、 レ ク j エ ー シ ン等のため人の出入 り の多い地域

及び病院、 学校等の静ひつが必要 と さ れる地域 2 6 か所、 8 , 6 7 1 ヘ ク タ ールを銃猟禁止区域に設

定 してい る 。

くめ 狩猟鳥獣の人工増殖

狩猟鳥獣の保護、 繁殖を図る ため人工養殖 し た 日本キ ジを生息適地であ る休猟区 2 2か所に 1 1 0 0

羽放鳥 し 、 こ れの増殖に努めてい る 。

i (3 ) 狩猟の適正な推進
狩猟はス ポ ー ツ と し ての狩猟のほか、 野生鳥獣の生息調整に大き な役割を果た してい るが、 捕獲

に際 しては銃器、 わな等を使用す る ため高度の技術と知識が必要であ り 、 加えて公安上の危害が生

ー する お そ れがあ る こ と 等か ら狩猟者は知事の行 う 狩猟免許試験等を受け、 狩猟免状を取得す る こ と

喘 が義務付け ら れてい る 。
昭和 5 9 年度の狩猟免。午試験等の実施状況は、 次の と お り であ る 。

表 2 1 狩猟免許試験等の実施状況

諭"
狩 猟 免 許 試 験 狩猟免許更新、 審査講習 昭和 5 7 年度か ら

昭和 5 9 年度ま で
免 伏 交 付 件 数受験者数 合格者数 合 格 率 受験者数 合格者数 合 格 率

甲 種

乙 種

丙 種

。十

4

2 7

2 2

5 3

3

2 5

1 8

4 6

7 5 ノリ

9 2

8 1

8 7

2

5 3

3 5

9 0

2

5 3

3 4

8 9

1 0 0 “

1 0 0

9 7

9 9

1 3 0

2 , 7 3 3

5 3 4

3 , 3 9 7

ま た 、 狩猟免許者が狩猟期間中 ( 1 1 月 1 5 日 か ら翌年 2 月 1 5 日 ま で) に 、 狩猟鳥獣を捕獲 し

よ う と する者に狩猟者登録証を次の と お り 交付 し た。

表 2 2 狩猟者登録証交付伏況

種別 ＼＼＼ 区分
昭 和 5 7 年 度 昭 和 5 8 年 度 昭 和 5 9 年 度

県内者 県外者 。十 県内者 県外者 。十 県内者 県外者 。十

甲 種

乙 種

丙 種

。十

83

2 , 304

328

? 7 1 5

3

130

2

1 35

86

2 , 434

330

2 850

86

2 , 093

300

2 , 479

3

1 43

l

1 47

89

2 , 236

30 1

2 , 626

69

1 , 9粥

252

2 , 2R9

2

1 20

2

1 ?4

7 1

2 , 088

2M

2 , 41 3
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(4 ) 愛鳥モ デル校の指定

児童生徒の情操教育の一環並びに愛鳥思想の普及啓 も う を図る ため、 次の小、 中学校を愛鳥モ ブ

ル校に指定 してい る 。

表 2 3 愛鳥モブル校

指 定 期 間 市 町 村 名 学 校 名 摘 要

昭和 5 7 . 4 ~ 6 2 3

。十

鳥 取 市

智 頭 町

若 桜 町

倉 吉 市

境 港 市

中 山 町

日 南 町

硼 南 中 学 校

智 頭 小 学 校

若 桜

明 倫

西 郷

上 道

中 山

多 里

8 校

野鳥愛護林を有 してい る 。

野鳥愛護林を有 してい る 。

(5 ) 野生 鳥獣の生息調査

野生鳥獣の保護対策、 狩猟対策及び有害鳥獣対策の適切な実施に資す る ため 、 次の凋査を実施 し

た。

一 班 -

表 2 4 野生鳥獣の生息調査

区 分 調 査 地 対 象 鳥 獣 凋査定線の規模 調 査 回 数

生息分布調査 大山町大山寺ほか 8 か所 一 般 鳥 獣 幅 4 0 佛 延長 4 惣 5 月 、 1 1 月 各 1 回

休 猟 区

役定効果澗査

岩美町岩常休猟区ほか

4 か所
狩 猟 鳥 獣 幅 4 0 爲 延長 2 加 6 月 、 1 1 月 各 1 回

ガン、 カモ、 白

鳥類一斉覊査
鳥取市千代川ほか 9 か所

ガ ン 、 カ モ

白 鳥 類
水面の全域

1 1 月 上旬及び 1 月

1 6 日 ~ 1 月 1 7 日

指 定 鳥 類 等

保 護 調 査
佐冶村高鉢山 ほか 5 力況折

オ シ ド リ

イ ヌ ワ シ
渡来地及び営巣地

オ シ ト j
1 1 月 と 3 月 各 1 回

イ ヌ ワ シ

5 、 6 、 1 、 3 月 各 1 回


